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通 信 学長あいさつ
新任教員紹介
第12回 汐桜祭

ち ょ う ふ う つ う し ん 36
Number
2009

K A N S A I UNI V ER SIT Y of  S OCI A L W ELFA RE

ち ょ う ふ う つ う し ん

ご来学いただいた方へ

キャンパスグッズ
プレゼント！

無料ランチ喫茶券
プレゼント！

オープンキャンパス当日は、
JR播州赤穂駅から
無料シャトルバスを運行しています。



Message
　

関
西
福
祉
大
学
は
、
赤
穂
市
の
多
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
得
て
、
公
私
協
力
方
式
に
よ
り
、

平
成
九
年
四
月
に
開
学
し
、
第
一
期
生
を
迎
え
て

か
ら
本
年
で
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

平
成
十
八
年
に
看
護
学
部
を
開
設
し
、
さ
ら
に
本

年
度
か
ら
は
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
を
新

設
い
た
し
ま
し
た
。

　

関
西
福
祉
大
学
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
深
い
専

門
性
を
備
え
た
、
社
会
に
貢
献
し
う
る
有
能
な
人

材
を
養
成
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
理

論
的
、
実
践
的
研
究
を
進
め
、
学
術
分
野
の
進
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
学
部
に
お
け
る

専
門
的
基
礎
の
上
に
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
学
識

を
深
め
、
社
会
福
祉
分
野
に
お
け
る
研
究
能
力
及

び
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
専
門
職
業
人

と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
の
涵
養
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
本
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
こ
の
こ
と
を
よ
く
踏
ま
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
学
部
入
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
厳
し
い
受

験
勉
強
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
て
、
今
日
ま
で

の
間
は
少
し
の
ん
び
り
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
高
校

時
代
ま
で
と
は
違
っ
た
忙
し
さ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
裁
量
で
自
由
に
使
え
る
時

間
も
格
段
に
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
時
間
を
最

大
限
に
活
用
し
て
、
学
修
以
外
の
諸
活
動
、
即
ち
、
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ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め
と
す
る
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
下
さ
い
。
そ
の
中
で
友
人
や
先
輩
・
後
輩

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
人
格
の
形
成
に
励
み
、
協

調
性
を
身
に
付
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
年
後
、
本
学
を
卒
業

し
、
仕
事
を
す
る
、
あ
る
い
は
何
か
に
取
り
組
む

際
、
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
組

織
を
率
い
、
ま
と
め
る
、
ま
た
は
支
え
る
た
め
の

強
靱
な
精
神
力
や
、
人
か
ら
信
頼
、
尊
敬
さ
れ
る

人
徳
が
備
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
大
学
は
勉
学

を
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も

に
、自
分
を
磨
く
修
練
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
本
学
に
お
け
る

四
年
間
の
学
生
生
活
の
中
で
達
成
し
よ
う
と
す

る
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
を
必
ず
実
行
し
て
下
さ
い
。
内

容
は
何
も
勉
学
に
限
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
何
で

も
構
ま
せ
ん
し
、
四
年
間
か
け
て
成
し
遂
げ
て
も

良
し
、
あ
る
い
は
半
年
、
一
年
先
の
目
標
と
い
う

こ
と
で
も
良
い
で
し
ょ
う
。
自
分
自
身
で
目
標

を
設
定
し
、
こ
の
達
成
の
た
め
に
毎
日
少
し
ず
つ

で
も
こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
る
、
そ
の
結
果
、
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
充

実
感
、
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、

小
さ
な
目
標
の
達
成
は
、
皆
さ
ん
を
必
ず
や
次
の

大
き
な
目
標
へ
と
導
い
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

人
生
は
、
目
標
の
設
定
と
こ
の
達
成
の
た
め
の

努
力
、
そ
し
て
そ
の
過
程
に
お
け
る
困
難
や
問
題

の
克
服
、
そ
し
て
目
標
達
成
と
い
う
こ
と
の
積
み

重
ね
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
学
生
時

代
に
何
か
目
標
を
か
か
げ
、
こ
の
達
成
の
た
め
に

苦
し
く
て
も
決
し
て
安
易
で
楽
な
方
向
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
自
己
を
律
し
、
コ
ツ
コ
ツ
努
力
を
す

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
に
大
き
く
役
立
つ
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
さ
れ
る
大
学

院
生
の
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
る
人
は

学
部
か
ら
継
続
し
て
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、
社
会
人

入
学
生
の
方
は
、
仕
事
の
傍
ら
、
あ
る
い
は
し
ば

し
仕
事
を
離
れ
て
専
門
的
分
野
の
探
究
に
励
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
、
大
学
院
の
目
的
を
述
べ
ま
し
た
が
、

社
会
福
祉
学
研
究
科
は
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
高

度
な
専
門
職
業
人
の
養
成
と
、
そ
の
知
識
・
技
術

を
も
と
に
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
国
際
的
に
も
通

用
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

二
カ
年
の
教
育
課
程
を
修
了
す
る
時
、
み
な

さ
ん
は
高
度
な
専
門
職
業
人
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
知
識
・
技
術

を
も
と
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
、
ま
た
、
国
際

的
に
も
通
用
す
る
人
材
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
大
学
及

び
研
究
科
は
そ
の
た
め
に
強
い
情
熱
と
覚
悟
を

も
っ
て
み
な
さ
ん
の
教
育
、
研
究
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
と
、
第
一
期
の
入
学
生
で

あ
る
皆
さ
ん
の
学
修
・
研
究
へ
の
取
り
組
み
の

姿
勢
と
そ
の
成
果
が
社
会
福
祉
研
究
科
の
将
来

を
方
向
付
け
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
修
士
課
程
に
入
学
さ
れ
る
六
名
の
皆
さ

ん
の
努
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま

す
。
本
学
が
開
学
時
に
掲
げ
た
四
つ
の
基
本
理

念
の
中
に
「
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
開
か

れ
た
大
学
」と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
学
は

設
置
の
準
備
段
階
か
ら
赤
穂
市
の
ご
指
導
、
ご
支

援
の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
現
在
に
至
る

ま
で
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
学
と
し
て

も
人
的
・
物
的
な
面
、
有
形
、
無
形
の
様
々
な
連

携
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
お
い
て
、

学
生
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
つ
ま
り
「
学
生

力
」と
い
う
も
の
は
重
要
で
あ
り
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
福
祉
大
学
は
地
域
と
共
に
あ
る
、
地
域
か

ら
依
頼
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
で
あ
り
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
方
で
、
社

会
福
祉
学
部
に
お
け
る
地
域
を
題
材
と
し
た
実

践
的
学
習
で
あ
る
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー

や
、実
習
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、課
外
活
動
に
関

し
て
も
地
域
と
の
連
携
な
し
に
は
円
滑
に
実
施

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
多
く
が
大
学
の

近
隣
や
市
内
に
居
住
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
し
て
も
地
域

と
共
に
あ
る
と
い
う
思
い
を
も
と
に
、
地
域
社
会

を
大
切
に
す
る
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
大
切

に
し
、誠
実
に
接
す
る
、ル
ー
ル
を
守
る
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
関
西
福
祉

大
学
は
「
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
開
か
れ

た
大
学
」で
あ
り
、
み
な
さ
ん
は
そ
の
関
西
福
祉

大
学
の
学
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
常
に
心
に

留
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
を
特
に

強
く
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く

本
学
で
の
学
生
生
活
に
慣
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
目
標
を
達
成
し
、
心

身
と
も
に
健
や
か
で
充
実
し
た
四
年
間
、
二
年
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
教
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
皆
さ
ん
を
支
え
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
良
い
大

学
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束

し
て
、私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

●学長　岸井 勇雄

岸
井 

勇
雄（
き
し
い 

い
さ
お
）略
歴

　

一
九
三
二（
昭
和
七
）年 

東
京
都
に
生
れ
る
。

　

東
京
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
卒
業

　

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了

　

県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学 
教
授

　

文
部
省（
現
文
部
科
学
省
）幼
稚
園
課
教
科
調
査
官（
小
学
校
課
併
任
）

　

富
山
大
学
教
育
学
部
教
授 

同
附
属
幼
稚
園
園
長

　

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
教
授 

文
学
部
長

　

県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学 

学
長
を
経
て

　

現
在 

関
西
福
祉
大
学 

学
長

　
　
　

 

日
本
乳
児
教
育
学
会 

理
事

　
　
　

 

日
本
基
礎
教
育
学
会 

副
会
長

【
主
な
著
書
】

　
「
保
育
の
あ
り
方
を
た
ず
ね
て
」ひ
か
り
の
く
に
、一
九
八
八

　
「
幼
稚
園
教
育
要
領 

用
語
解
説
」学
研
保
育
事
業
部
、一
九
八
九

　
「
改
訂
幼
稚
園
教
育
要
領
の
展
開

－

基
礎
的
実
践
的
研
究

－

」明
治
図
書
、一
九
八
九

　
「
現
代
幼
児
教
育
研
究
シ
リ
ー
ズ（
全
30
巻
）」チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
、一
九
八
四
〜
九
二

　
「
幼
児
期
の
家
庭
教
育

－

父
母
と
保
育
者
に
贈
る
45
章

－

」ひ
か
り
の
く
に
、一
九
九
一

　
「
実
践
記
録
に
よ
る
保
育
実
践
の
研
究
」チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
、一
九
九
四

　
「
子
ど
も
が
主
役
の
園
生
活

－

プ
ラ
ン
と
ア
イ
デ
ア
の
資
料
集

－

」学
研
、一
九
九
五

　
「
こ
れ
か
ら
の
保
育

－幸
せ
に
生
き
る
力
の
根
を
育
て
る

－」エ
イ
デ
ル
研
究
所
、一
九
九
六

　
「
幼
稚
園
教
育
の
進
展

－

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
あ
り
方

－

」明
治
図
書
、一
九
九
八

　
「
子
育
て
小
辞
典

－

幼
児
教
育
・
保
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」エ
イ
デ
ル
研
究
所
、二
〇
〇
三

　
「
保
育
・
教
育
ネ
オ
シ
リ
ー
ズ
〔
1
〕幼
児
教
育
の
原
理
」同
文
書
院
、二
〇
〇
三

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
二
十
一
年
度

　
　

関
西
福
祉
大
学
入
学
式

学
長
式
辞
よ
り

　

社
会
福
祉
学
部
・
看
護
学
部
計
二
八
八

名
の
学
部
生
、
並
び
に
大
学
院
社
会
福
祉
学

研
究
科
修
士
課
程
の
六
名
の
大
学
院
生
、
合

わ
せ
て
計
二
九
四
名
の
方
々
が
関
西
福
祉

大
学
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
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新任教員紹介
社会福祉学部 社会福祉学科看護学部 看護学科

7月

社会福祉学部 学年暦
4日（土）・11日（土）　授業日兼

補講日

16日（木）、17日（金）、18日（土
）、21日（火）、22日（水）、27日（

月）

→補講日
20日（月）祝日→授業日

23日（木）～8/10（月） 前期定
期試験（6～9日除く）

11日（火）～9月6日（日） 夏期休
暇

7日（月）～17日（木）　集中講義
期間

18日（金）、19日（土）、21日（月
） 追試験

29日（火）・30日（水）　後期オ
リエンテーション

1日（木）　後期授業開始

1日（木）～7日（水）　履修登録
期間

3日（土）・10日（土）・17日（土
）・31日（土）　授業日兼補講日

12日（月）祝日→授業日

23日（金）～26日（月）　大学祭

30日（金）　後期学費納入期日

7日（土）・14日（土）・21日（土
）・28日（土）　授業日兼補講日

23日（月）祝日→授業日

5日（土）・12日（土）・19日（土
）　授業日兼補講日

14日（月）　赤穂義士祭

22日（火）　冬期休暇前授業終
了

23日（水）～1/3（日）　冬期休暇

4日（月）　授業再開
9日（土）・16日（土）・23日（土

）・30日（土）　授業日兼補講日

21日（木）・26日（火）・27日（
水）・28日（木）・29日（金）　

→補講日

1日（月）　後期授業終了

2日（火）～13日（土）　後期定期
試験

15日（月）～20日（土）　集中講
義期間

22日（月）　追試験

1日（月）・2日（火）　再試験

23日（火）　卒業式

8月

9月

10月

12月

1月

2月

3月

11月

7月

看護学部 学年暦
16日（木）～17日（金）・21日（火

）　補講日

22日（水）前期授業終了

23日（木）～8/5（水） 前期定期試験

8月初旬　追・再試験【3・4年
次】

6日（木）　後期オリエンテーシ
ョン【3・4年次】

7日（金）～9月6日（日） 夏期休
暇

31日（月）～9月中旬　総合看護
実習【4年次】

7日（月）～17日（木）　集中講義
期間【1・2年次】

18日（金）　追試験【1・2年次】

24日（木）～25日（金）　再試験【
1・2年次】

28日（月）～12/18（金）　各領
域隣地実習【3年次】

29日（火）・30日（水）　後期オ
リエンテーション【1・2年次】

※9/22は、9/21の敬老の日と
9/23の秋分の日にはさまれ、

国民の休日

1日（木）　後期授業開始

1日（木）～7日（水）　履修登録
期間【1・2年次】

23日（金）～26日（月）　大学祭

30日（金）　後期学費納入期日

7日（月）～11日（金）　基礎看護
実習【1年次】

14日（月）　赤穂義士祭

22日（火）　冬期休暇前授業終
了

23日（水）～1/3（日）　冬期休暇

4日（月）　授業再開
12日（火）～22日（金）　看護援

助実習【2年次】

21日（木）・26日（火）～29日（
金）　補講日【4年次】

28日（木）　補講日【1年次】

2日（火）～13日（土）　後期定期
試験

15日（月）～20日（土）　集中講
義期間

22日（月）　追試験

1日（月）～3日（水）　再試験

23日（火）　卒業式

8月

9月

10月

12月

1月

2月

3月

2009年
度

スケジュー
ル 

2009年
度

スケジュー
ル 

小國 英夫（教授）
Oguni  Hideo
専門分野
●老人福祉論Ⅰ
●老人福祉論Ⅱ
●高齢者福祉論研究
●高齢者福祉論研究演習

菅 由希子（助教）Kan  Yukiko
専門分野
●社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ●社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ●社会福祉援助技術現場実習

大和田 智文（講師）
Owada  Tomofumi
専門分野
●心理学Ⅰ
●心理学Ⅱ
●心理測定法
●心理学基礎実験

村上 貴美子（教授）Murakami  Kimiko
専門分野
●社会福祉史
●社会福祉学研究
●社会福祉学研究演習

松井 学洋（助手）Matsui  Gakuyo
専門分野
●実習全般

桑名 由香（助手）
Kuwana  Yuka
専門分野
●実習全般

鹿島 江利子（助手）Kashima  Eriko
専門分野
●実習全般

森崎 直子（助手）
Morisaki  Naoko
専門分野
●実習全般

井田 歩美（助手）
Ida Ayumi
専門分野
●実習全般
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　春といえば…「汐桜祭」！！秋といったら「汐風祭」！！

　今年で13回目を迎える汐風祭は、今までとは一風変わった大学祭に したいと考えています。

　私は、1年次生のとき大学祭実行委員会に入り、初めて本学の汐 風祭を経験しました。そし

て、「汐風祭ってすばらしいものだ」と心から思いました。汐風祭にか かわれるのは、大学生活の

今しか経験できないことです。今年2年次生になって、再び汐風祭にたずさわることがで きるのがとてもうれしいです。

大学祭実行委員会は、10月の本番に向け、約5ヶ月間ものあいだ準備をします。今しか できない経験を大事にした

いとなと思っています。

　実行委員長として、みんなと一緒にすばらしい汐風祭を創り上げ、来てくれる方々や、準 備をする実行委員みんなの

心に残る汐風祭を目指して、これからがんばっていきたいと思います！！！

  

学
友
会
新
役
員

今
年
も
、
恒
例
の
新
入
生
歓
迎
行
事 

汐

桜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
6
日
（
月
）、
体
育
館
に
は

特
設
の
イ
べ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
多
彩
な
企

画
が
次
々
と
登
場
。
大

学
生
活
や
サ
ー
ク
ル
の

紹
介
、
豪
華
（
?
）

景
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
！
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
な
が
ら
、
友
人
と

の
交
流
が
深
ま
り
ま

し
た
。

二
日
目
と
な
る
4
月
11

日
（
土
）
に
は
、
大
学
周
辺

の
案
内
を
か
ね
た
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、
公
園
な

ど
を
回
り
、
先
輩
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
に
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ
ん
聞
き
出
せ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
の
学
友
会
で
は
、
各
機
関
の
声
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
皆
さ

ん
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
大
学
行
事

や
日
々
の
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を
、
こ
れ
か
ら

の
学
友
会
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
後
輩
達
へ

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

学
友
会
運
営
委
員
会
一
同
、
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
学
友
会
長

汐

2009

第12回
関
福
（
キ
ミ
）
ノ
ミ
カ
タ 

　
　

〜 

関
福
（
キ
ミ
）
カ
ラ
始
マ
ル

　
　
　
　
　

12(

ヒ
ト
ツ
）
ノ
S
t
o
r
y
〜

近
藤 

由
果
／

社
会
福
祉
学
部
2
年

（
広
島
県　

広
島
新
庄
高
等
学
校
出
身
）

2日間

6
4

MON

11
4

SAT

〈
テ
ー
マ
〉

学
友
会
長
紹
介

【
写
真
上
段
右
か
ら
】

書
記
補
佐　

玉
田 

由
佳
／
社
会
福
祉
学
部
1
年

（
兵
庫
県　

太
子
高
等
学
校
出
身
）

副
会
長　

土
井 

美
憂
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
兵
庫
県　

新
宮
高
等
学
校
出
身
）

会
計
長　

北
山 

舞
奈
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
兵
庫
県　

新
宮
高
等
学
校
出
身
）

学
友
会
長　

近
藤 

由
果
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
広
島
県　

広
島
新
庄
高
等
学
校
出
身
）

書
記
長　

山
本 

佳
奈
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
兵
庫
県　

日
高
高
等
学
校
）　

渉
外
長　

田
中 

彩
香
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
兵
庫
県　

社
高
等
学
校
出
身
）　

【
下
段
右
か
ら
】

渉
外
補
佐　

髙
岡 

杏
奈
／
社
会
福
祉
学
部
1
年

（
和
歌
山
県　

有
田
中
央
高
等
学
校
出
身
）

渉
外
補
佐　

森 

翔
子
／
社
会
福
祉
学
部
1
年

（
兵
庫
県　

太
子
高
等
学
校
出
身
）

副
会
長　
岩
木 

太
一
朗
／
社
会
福
祉
学
部
3
年

（
兵
庫
県　

篠
山
産
業
高
等
学
校
出
身
）

会
計
補
佐　

藤
本 

隆
之
／
社
会
福
祉
学
部
1
年

（
兵
庫
県　

高
砂
高
等
学
校
出
身
）

副
会
長　

中
島 

良
介
／
社
会
福
祉
学
部
1
年

（
兵
庫
県　

赤
穂
高
等
学
校
出
身
）

渉
外
補
佐　

谷
本 

光
伸
／
社
会
福
祉
学
部
2
年

（
兵
庫
県　

香
寺
高
等
学
校
出
身
） 

桜
祭

阿部 亮太／社会福祉学部2年（島根県　隠岐高等学校出身）大
学
祭
実
行
委
員
長
紹
介
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第9期生　就職確定率 97.7%
就
職
状
況
報
告

2008年度

　

第
9
期
生
の
就
職
希
望
者
に
対
す

る
就
職
確
定
率
は
、
97
・
7
%
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
学
の
就
職
希
望
率
は
毎
年

90
%
前
後
で
、
こ
の
値
は
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ

る
『
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
及
び
専
修
学
校
卒
業
者
の
就

職
状
況
調
査
』に
あ
る
私
立
大
学
卒

業
生
の
就
職
希
望
率
（
平
成
20
年
度

は
79
・
7
%
）よ
り
毎
年
高
い
数
字

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
在

学
時
の
学
び
や
、さ
ま
ざ
ま
な
実
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
将
来
の
目
標
や
働
く

こ
と
の
意
義
を
考
え
、
社
会
人
と
な

る
準
備
を
整
え
て
き
た
か
ら
だ
と
言

え
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
両
学
部
と
も
1
〜
2

年
次
生
で
は
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
3
年
次
生
か
ら
は
学
部
別
に
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
卒
業
生

を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
実
務
担
当
者
の
講
演
や
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、分
野
別
セ
ミ
ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
ナ
ー
講
座
、
一
般
常
識
模
擬
テ
ス

ト
、
適
性
診
断
テ
ス
ト
と
い
っ
た
各

種
試
験
、
自
己
分
析
講
座
や
面
接
マ

ナ
ー
講
座
な
ど
を
通
し
て
就
職
活
動

に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
と

と
と
も
に
、
学
生
が
よ
り
具
体
的
に

働
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
思
い
描

い
た
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
時
期
に
合
わ
せ
た
細
か
な
支
援
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

（平成21年4月1日現在）

区　分 男性 女性 合計 ％
A. 卒業者数 150名 196名 346名 -

B. 就職希望者数 128名 182名 310名 89.6％（B／A）

C. 就職者数 124名 179名 303名
97.7％（C／B）
87.6％（C／A）

D. 進学者数 5名 3名 8名 -

平成20年度 卒業生（第9期生）就職状況

国
家
試
験
結
果
報
告

2008年度

社
会
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

空調機器設置
　体育館に空調機器が設置されました。
　本学体育館は、剣道、合気道、バレー、バスケットボールなど各部・サー
クル活動としての利用も多く、以前から空調機器の設置が熱望されていま
した。
　機器は4ヶ所に設置され、「今後、体育館をより快適に使用できる」と
の声が寄せられています。

福祉
38.6％

医療
9.9％

教育
1.3％

公務員
4.0％

一般企業
35.0％

福祉系企業
11.2％

【業種別就職状況】
•News•

　

平
成
21
年
3
月
31
日
、
第
21
回
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
、
第
11

回
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
の
合
格
者
数
は
173
名
で
、
大
学
な
ど
の
社
会
福
祉

士
養
成
校
全
国
200
校
中
、
西
日
本
第
1
位
の
合
格
者
数
と
な
り
ま

し
た
。（
通
信
制
教
育
課
程
を
除
く
）ま
た
、
現
役
学
生
の
合
格
率

は
全
国
平
均
合
格
率
39.9
％
を
上
回
る
45.9
％
（
受
験
者
292
名
中
134
名

合
格
）で
し
た
。
※
既
卒
者
を
含
む
合
格
率
は
全
国
平
均
29.1
％
の

と
こ
ろ
32.6
％

　

精
神
保
健
福
祉
士
の
合
格
者
数
は
28
名
で
、
こ
れ
は
大
学
な
ど

の
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
校
西
日
本
第
4
位
の
合
格
者
数
と
な
り

ま
す
。（
通
信
制
教
育
課
程
を
除
く
）ま
た
、
現
役
学
生
の
合
格
率

は
全
国
平
均
合
格
率
63.6
％
の
と
こ
ろ
、
68.8
％
（
受
験
者
31
名
中
22

名
合
格
、う
ち
20
名
は
社
会
福
祉
士
と
の
W
合
格
）で
し
た
。
※
既

卒
者
を
含
む
合
格
率
は
全
国
平
均
61.7
％
の
と
こ
ろ
63.6
％

　

こ
の
結
果
は
、
本
学
と
同
様
に
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
養
成
を
行
う
多
く
の
大
学
を
上
回
る
結
果
で
す
。

　

本
学
で
は
、
国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
学
生
に
、
教
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
よ
り
、
1
年
次
か
ら
国
家
試
験
受
験
対
策
の
各
種
講
座

（
学
内
教
員
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
講
座
、
社
会
福
祉
士
会
講
師
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
等
）を
開
講
し
、
今
後
も
、
ま
す
ま
す
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
士
合
格
者
数　

西
日
本
第
1
位
、

精
神
保
健
福
祉
士
合
格
者
数　

西
日
本
第

4
位
!
（
通
信
制
教
育
課
程
を
除
く
）

関西福祉大学
社会福祉士国家試験合格者数（過去5カ年推移）

（通信教育課程を除く集計）

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

104

108

121

120

173

72

69

83

82

134

35.1％

29.4％

35.2％

36.3％

45.9％

年度 合格者数
（既卒者込）

合格者数
（新卒者）

合格率
（新卒者）

精神保健福祉士国家試験合格者数（過去5カ年推移）

（通信教育課程を除く集計）

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

26

22

17

23

28

22

19

14

21

22

75.9％

63.3％

63.6％

61.8％

68.8％

年度 合格者数
（既卒者込）

合格者数
（新卒者）

合格率
（新卒者）

〈平成20年度新卒者合格者数〉 〈平成20年度新卒者合格者数〉

●社会福祉士
新卒者134名（合格者45.9％）

大学などの
社会福祉士
養成校
全国200校中
第3位

西日本　第1位

●精神保健福祉士
新卒者22名（合格者68.8％）

大学などの
精神保健福祉士
養成校
全国103校中
第10位

西日本　第4位

国家資格取得を確かなものとする
充実のサポートプログラム

全国トップクラスの

国家試験合格実績

社会福祉士
精神保健福祉士

● 4年間を通して国家試験対策講義を開講（単位認定）

● 卒論ゼミ（演習Ⅳ）で国家試験の個別対策指導の実施

● 国家試験対策説明会を開催

● 国家試験に出題される重要ポイント解説講座を実施

● 模擬試験の実施（年間5～7回）

● 参考図書購入・模擬試験受験料助成の充実

PICK UP
●国家試験対策講義を開講

社会福祉士国家試験の現役合格を目指し、1年次のフレッシュアップⅠA・ⅠB、2年次のスキルアップⅠA・ⅠB、3
年次のチャレンジアップⅠA・ⅠB、4年次のキャリアアップⅠA・ⅠBと継続的に対策講義を開講し、社会福祉士の基
礎事項から国家試験対策まで充実したサポート体制を整えています。
4年次には精神保健福祉士の現役合格を目指したキャリアアップⅡも開講し、精神保健福祉士の基礎事項から
学習方法までサポートしています。
4年次に行うキャリアアップⅠA・ⅠB、キャリアアップⅡは実績のある兵庫社会福祉士会の専門講師が実施します。

●卒論ゼミ（演習Ⅳ）にて国家試験対策指導の実施
4年次卒論ゼミ担当教員による一年間を通しての国家試験対策指導により、学生個々の状況把握と徹底
したきめの細かいフォローアップを実現します。

●参考図書購入・模擬試験受験料助成の充実
①参考書籍購入に係る助成額の充実（一人当たり5.000円（上限）の購入助成）
②外部業者模擬試験受験に係る助成額の充実（一人当たり約9,000円の受験助成）
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入試区分

項目
前期日程 後期日程

募 集 人 員 社会福祉専攻 8名 ／ 子ども福祉専攻 2名 社会福祉専攻 4名 ／ 子ども福祉専攻 1名

出 願 期 間 平成22年1月4日（月）～1月27日（水）消印有効 平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等
必須科目：外国語
選択科目：（国語、地理歴史、公民、数学、理科）

から2科目選択

選択科目：（外国語、国語、地理歴史、公民、数
学、理科）から2科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成22年2月13日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月15日（月）～2月22日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

入試区分

項目
一般選抜自己推薦方式（専願） 一般選抜セミナー方式（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻 18名 ／ 子ども福祉専攻 5名 社会福祉専攻 10名 ／ 子ども福祉専攻 2名

エ ン ト リー 平成21年8月3日（月）～8月28日（金）消印有効 平成21年8月3日（月）～8月28日（金）消印有効

1
次
審
査

出 願 期 間 平成21年8月31日（月）～9月11日（金）消印有効 平成21年8月31日（月）～9月8日（火）消印有効

試 験 日 ー 平成21年9月13日（日）

試験科目等 書　類 書類・セミナーレポート

試 験 会 場 ー 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成21年9月19日（土）

出 願 期 間 平成21年9月24日（木）～10月6日（火）消印有効 平成21年9月24日（木）～10月6日（火）消印有効

試 験 日 平成21年10月10日（土） 平成21年10月10日（土）

試験科目等 面　接 面　接

試 験 会 場 本　学 本　学

合 格 発 表 平成21年10月17日（土） 平成21年10月17日（土）

入学手続期間 平成21年10月19日（月）～11月4日（水）消印有効
〈1次〉平成21年10月19日（月）～11月30日（月）消印有効
〈2次〉平成21年12月1日（火）～平成22年1月15日（金）消印有効

2
次
審
査

平成22年度
社会福祉学部　社会福祉学科
■AO入試

入試区分

項目
社会人選抜Ⅰ期（併願可） 社会人選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻 若干名 ／ 子ども福祉専攻 若干名 社会福祉専攻 若干名 ／ 子ども福祉専攻 若干名

出 願 期 間 平成21年8月24日（月）～9月8日（火）消印有効 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成21年9月12日（土） 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成22年2月19日（金）

入 学 手 続 期 間
〈1次〉平成21年9月24日（木）～10月30日（金）消印有効

〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効

〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

入試区分

項目
11月A日程（併願可） 11月B日程（併願可） 12月日程（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻 32名※ ／ 子ども福祉専攻 8名※ 社会福祉専攻 4名 ／ 子ども福祉専攻 1名

出 願 期 間 平成21年10月19日（月）～10月30日（金）消印有効 平成21年11月16日（月）～12月7日（月）消印有効

試 験 日 平成21年11月7日（土） 平成21年11月8日（日） 平成21年12月12日（土）

試 験 科 目 等 国語（現代文）基礎テスト・自己推薦書・調査書 国語（現代文）基礎テストまたは小論文・面接・調査書 国語（現代文）基礎テストまたは小論文・面接

試 験 会 場 本学・名古屋・大阪・神戸・岡山・広島・高松・米子・福岡 本　学 本　学

合 格 発 表 平成21年11月14日（土） 平成21年11月14日（土） 平成21年12月19日（土）

入学手続期間
〈1次〉平成21年11月16日（月）～11月30日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成21年11月16日（月）～11月30日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成21年12月21日（月）～1月6日（水）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■公募制推薦入試

■一般入試

■大学入試センター試験利用入試

※公募制推薦入試11月A日程、11月Ｂ日程の募集人員は志願者の割合で配分。

看護学部　看護学科
■社会人特別選抜入試

入試区分

項目
Ⅰ期（併願可） Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 若干名 若干名

出 願 期 間 平成21年8月24日（月）～9月8日（火）消印有効 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成21年9月12日（土） 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成21年9月24日（木）～10月30日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

入試概要

入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程
募 集 人 員 25名 3名

出 願 期 間
【郵送による出願】  平成22年1月4日（月）～1月21日（木）消印有効
 【窓口受付】　    平成22年1月22日（金）　10：00～17：00（本学）

平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 平成22年1月27日（水） 平成22年1月29日（金） 平成22年3月5日（金）

試 験 科 目 等
英語・国語から1科目、

数学・生物から1科目　計2科目選択
英語、国語、数学から2科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・東京・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成22年2月6日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月8日（月）～2月19日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■一般入試

入試区分

項目
Ⅰ期 Ⅱ期

募 集 人 員 5名 5名

出 願 期 間 平成21年8月24日（月）～9月8日（火）消印有効 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成21年9月12日（土） 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成21年9月24日（木）～10月30日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■3年次編入学一般入試

■入試日程・内容等は変更する場合があります。７月中旬発行予定の「平成22年度学生募集要項」で必ず確認してください。
■3年次編入学試験の詳細については「平成22年度3年次編入学用学生募集要項」でご確認ください。
■社会人特別選抜入学試験の詳細については「平成22年度社会人特別選抜用学生募集要項」でご確認ください。
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入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程
募 集 人 員 社会福祉専攻 30名 ／ 子ども福祉専攻 7名 社会福祉専攻 6名 ／ 子ども福祉専攻 2名

出 願 期 間
【郵送による出願】   平成22年1月4日（月）～1月21日（木）消印有効
 【窓口受付】　    平成22年1月22日（金）　10：00～17：00（本学）

平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 平成22年1月27日（水） 平成22年1月29日（金） 平成22年3月5日（金）

試 験 科 目 等 英語、国語、数学、世界史、日本史から2科目選択 英語、国語、数学から1科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・東京・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成22年2月6日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月8日（月）～2月19日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■社会人特別選抜入試

■公募制推薦入試
入試区分

項目
11月A日程（併願可） 11月B日程（併願可） 12月日程（併願可）

募 集 人 員 25名※ 5名

出 願 期 間 平成21年10月19日（月）～10月30日（金）消印有効 平成21年11月16日（月）～12月7日（月）消印有効

試 験 日 平成21年11月7日（土） 平成21年11月8日（日） 平成21年12月12日（土）

試 験 科 目 等 国語（現代文）基礎テスト・自己推薦書・調査書 国語（現代文）基礎テスト・面接（調査書参考） 国語（現代文）基礎テスト・面接（調査書参考）

試 験 会 場 本学・名古屋・大阪・神戸・岡山・広島・高松・米子・福岡 本　学 本　学

合 格 発 表 平成21年11月14日（土） 平成21年11月14日（土） 平成21年12月19日（土）

入学手続期間
〈1次〉平成21年11月16日（月）～11月30日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成21年11月16日（月）～11月30日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成21年12月21日（月）～平成22年1月6日（水）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

※公募制推薦入試11月A日程、11月Ｂ日程の募集人員は志願者の割合で配分。

入試区分

項目
前期日程 後期日程

募 集 人 員 5名 2名

出 願 期 間 平成22年1月4日（月）～1月27日（水）消印有効 平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等 　　　　　　　　　　必須科目：外国語（英語）
　　　　　　　　　　選択科目： （国語、数学、理科）から2科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成22年2月13日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月15日（月）～2月22日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■大学入試センター試験利用入試
入試区分

項目
Ⅰ期 Ⅱ期

募 集 人 員 5名 5名

出 願 期 間 平成21年8月24日（月）～9月8日（火）消印有効 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成21年9月12日（土） 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 専門科目・小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成21年9月24日（木）～10月30日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■3年次編入学一般入試

●開　　　学…平成9年（1997年）4月
●開設（大学院）…平成21年（2009年）4月
●学部・学科…社会福祉学部・社会福祉学科
　　　　　　　  　社会福祉専攻　子ども福祉専攻
　　　　　　　看護学部・看護学科
●大　学　院…社会福祉学研究科
●学　　　長…岸井 勇雄

●教　員　数……………………専任

●職　員　数…………………… 51名

●学　生　数……………………

●教員一人あたりの学生数……

●卒 業 生 数 …………………… 9期累計 2,413名
●社会福祉士合格者数………… 9期累計 860名
●精神保健福祉士合格者数…… 9期累計 167名
●敷　　　地…………………… 59,674 ㎡
●延　　　床…………………… 19,745 ㎡

ひとくちメモ

平成21年5月1日現在

｛社会福祉学部　41名
看護学部　　　31名
社会福祉学研究科（16名）

社会福祉学部 956名
看護学部 375名
社会福祉学研究科      6名

社会福祉学部 23名
看護学部 15名

社会福祉学部 看護学部 大学院
社会福祉学研究科

給付額 １２万円 １２万円１４万円

入試区分

項目
Ⅰ期 Ⅱ期

募 集 人 員 10名

出 願 期 間 平成21年8月24日（月）～9月8日（火）消印有効 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成21年9月12日（土） 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 一般入学試験:英語・専門科目・面接[研究計画書参考]　社会人入学試験:小論文・面接[研究計画書参考]　外国人留学生入学試験:専門科目・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成21年9月19日（土） 平成22年2月19日（金）

入 学 手 続 期 間
<1次>平成21年9月24日（木）～10月30日（金）消印有効 <1次>平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効

<2次>平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■大学院　社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程

（助手を含む）
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